
宮城県高等学校野球連盟
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第73回春季東北地区高等学校野球宮城県大会 
四 三 残 失 併

東 北 3 0 5
分 打 安 点 盗 犠準々決勝 石巻市民球場 1 時間 52

0 0
古 川 学 園 0 0 0 0 0

17 13 1 2 6 60 0 0 14 【東】 340 0 0 00 0 6 0
【古】 22 4 00 0 0

100

【東】 金沢,土井 ― 荒川 ▽三塁打 なし
【古】 菊地,千田,吉田,桐生 ― 佐藤

（球） 佐藤　圭 （一） 雁部　博昭 （二） 毛利　晃

0
（ 6回コールド ）

▽本塁打 なし（三） 藤村　一也

0 0 2 4 6 20

【評】

　東北が１４対０の６回コールドで古川学園を下し準決勝進出。東北は初回に３本の長打で３点を先制する。３回には
東北が打者一巡の猛攻をしかけ、５点を加える。さらに６回にも打者一巡の６点を加え、試合を決めた。東北の先発金
沢はテンポの良い投球リズムで相手を打たせて取り、守備のリズムをつくった。打線は２番打者、背番号16の梅田が５
打数４安打３打点の活躍で、チームを勝利に導いた。
古川学園の先発菊地は伸びのあるストレートを投げ込んだが、被安打８、３四死球、更に味方のエラーも加わり相手打
線を抑え込めなかった。代わった吉田は４回、５回と相手打線を０点に抑えたが、６回につかまり、この回だけで５本
のヒットを許した。打線は相手先発の金沢に抑え込まれた。ヒットも単発の４本に終わり、３塁を踏むことはできな
かった。
勝利した東北は決勝進出をかけて２３日土曜日に東北学院榴ケ岡高校と対戦する。

準々決勝 石巻市民球場 1 時間 56 分 打

▽二塁打
進藤,三浦,佐藤竜 (東)

▽暴投 金沢1(東),千田(古) ▽捕逸 なし なし (古)
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石 巻 1 0 0 0 1
安 点 盗 犠 四 三
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仙 台 育 英 5 1 2 0 0 1
2 2 4 7 7 10 2 【石】 24 7 20 0

（三） 沼辺　力也

【石】 伊藤,杉浦,後藤 ― 齋藤
（球） 三浦　徹 （一） 西山　充 （二） 曽根　徳明

4 4 6 0 0
（ 7回コールド ）

▽本塁打 なし

【仙】 27 11 8 3 20 0 0

２回戦 仙台市民球場 1 時間 50 分 打 安

杉浦1(石),古川2(仙) ▽捕逸 なし 杉山 (仙)

【評】

▽三塁打 丹羽2,柴田,田山(仙)
【仙】 竹内,古川,加藤,梶井 ― 柴田

▽二塁打
後藤 (石)

▽暴投

失 併
榴 ケ 岡 0 0 0 0 0 0

点 盗 犠 四 三 残

　１試合５本の長打で、効果的に得点した仙台育英が９対２、７回コールドゲームで７大会連続のベスト４入りを決め

た。攻めては１回に丹羽、杉山、柴田の３本の長打で５点を挙げ、２回には丹羽の適時三塁打、３回には柴田、倉田、

砂の連打で２点を挙げ、試合を優位に進めた。６回には田山の適時三塁打で試合を決めた。対する石巻は初回に後藤の

適時二塁打で先制し、７回までに７本の安打で粘り強く戦ったが、育英の竹内、古川、加藤、梶井の投手リレーを前に

２点に抑えられた。石巻の３番手後藤は５回に三者連続三振を奪うなど、今後の活躍が期待される。

聖 和 0 0 0 0
1 4 8 7 1

0 【聖】 30 4
22 【榴】 31 5 2 00 0 0 0 00 2 0 0

新野祥平 （一） 森山宏則 （二） 布田秀斗

0 0
（ ）

▽本塁打 なし（三） 野田学

0 2 0 3 2 60 0 0 0 0

２回戦 仙台市民球場 2 時間 15 分 打

▽二塁打
なし (榴)

▽暴投 熊田1(聖) ▽捕逸 なし なし (聖)

残 失 併安 点 盗 犠 四 三

【聖】 菅野,熊田,髙橋 ― 沼田,大庭
【榴】

0 0 00 0 0 0利 府 0 0 4 0 2

【評】

榴ケ岡高校は右腕の伊藤君、聖和学園は左腕の菅野君の先発で試合開始、１回の表榴ケ岡の攻撃は１番七森君、2番遠藤

君の連打で無死１・２塁のチャンスを作るも、聖和は送りバントをサードで封殺し、その後の打者も打ち取り初回のピ

ンチを防ぐ。一方榴ケ岡の先発伊藤君は130㎞後半のストレートと変化球の組み立てで、聖和学園に隙を与えない立ち上

がりとなる。２回以降菅野君はインコースのストレートを中心に組み立てペースをつかみ、４回には三者三振と見事な

ピッチングで自分の投球を披露する。一方の伊藤君も要所での変化球との組み立てで聖和学園にチャンスを与えない素

晴らしい投手戦模様を繰り出す。試合が動いたのは８回四球のランナーを２塁に進め、3番佐々木君が値千金のセンター

前で先制、続く４番に代打小林君もレフト前にタイムリーで２点を先取。そのまま伊藤君は聖和学園を完封。106球被安

打４の見事なピッチング。聖和は７回の無死１・３塁のチャンスを生かせなかったのが痛かった。

伊藤 ― 遠藤 ▽三塁打 なし

0

（球）

0 20 0 0 0 0
1

東 北 学 院 0 0 1 0 0 1
2 0 5 3 5 30 6 【利】 33 7 60

（三） 森山　宏則

【利】 田澤 ― 大倉
（球） 山舘　浩樹 （一） 細川　和行 （二） 村上　大輔

3 2 10 0 0
（ ）

▽本塁打 なし

【東】 35 8 2 1 10 0 0

なし ▽捕逸 水野浩1(東) なし (東)

【評】

▽三塁打 なし
【東】 木幡,水野悠,菊池 ― 水野浩

▽二塁打 佐藤利2,瀬田川 (利)
▽暴投

　利府は田澤投手が7回まで毎回走者を背負いながらも要所を締める粘りの投球を見せ、140球を投げ抜く力投で完投勝

利を飾った。打線は3回、2死から死球で出た走者を足掛かりに、上位打線が長打を交えた集中打で一挙4得点を奪い流れ

を引き寄せた。一方の東北学院も3人の継投で強打の利府打線を7安打に抑える粘投。シュアな打撃と機動力を生かして

最後まで利府を追い上げたが、あと一歩及ばなかった。


